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表紙の写真

3月13日から18日まで中央

公民館で、「第１回［平成15年度］

多賀町美術展覧会」が開催され

ました。（写真は、表彰式のあと

の講評会のようす。）

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章

ふるさとクロスワードパズル

ヒント■保育園・幼稚園
最後の一大行事。

もんだい■
クロスワードを解答して、
二重枠の文字を並び替え
てできる言葉をお答えく
ださい。

先
月
号
の
こ
た
え
は
…

ス
ピ
リ
ッ
ツで

し
た
。

①
3
月
20
日
で
す
。

②
○
○
の
や
ん
ぱ
ち
。
○
○
を
お
こ

す
。

③
飛
行
場
内
に
設
け
ら
れ
て
い
る
離

着
陸
の
た
め
の
通
路
。

④
茶
を
飲
む
こ
と
。

⑤
○
○
せ
ぬ
で
き
ご
と
。

⑨
酒
を
か
も
し
造
る
こ
と
。

⑩
神
・
仏
な
ど
す
ぐ
れ
た
者
に
服
従

し
、
す
が
る
こ
と
。

⑫
事
の
終
わ
り
。

⑭
円
く
細
長
く
て
中
が
空
に
な
っ
て

い
る
も
の
。

⑯
債
務
者
が
貨
幣
使
用
料
と
し
て
債
権

者
に
一
定
の
割
合
で
支
払
う
金
銭
。

縦
の
カ
ギ

官
製
は
が
き
で
、
解
答
と
「
広
報
た

が
」
へ
の
お
た
よ
り
（
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
・
イ
ラ
ス
ト
）
や
ご
意
見
を
役
場

企
画
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
有
線

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
結
構
で
す
。

有
線
Ｆ
Ａ
Ｘ
2-

2
0
1
8

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

<
ta
g
a
@
ta
g
a
to
w
n
.jp
>

締
め
切
り
は
4
月
１０
日
で
す
。
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人
の
方
に
粗
品

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
発
表
は
景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
お
た
よ
り
の
内
容
は
抽
選
と

は
無
関
係
で
す
。

応
募
方
法

広
報
た
が

多賀町 ひとの動き （平成16年 2月末 現在）

世　　帯　　数 2,596世帯（＋5）

人　口
8,524人
（－3人）

男　性 4,054人（－1）

女　性 4,470人（－2）

編／集／後／記

先日の夜、車で彦根市のある交差点に

さしかかったときのことですs青信号

だったので、前の車に続いて直進しよう

と思っていました。交差点の向こうで

は、3台の車が右折待ちをしていまし

た。私たち2台しか直進の車がなかっ

たので、向こう側の車が右折をしまし

た。前の運転者も「直進するときには右

折車が止まってくれるだろう」と思った

のでしょう。そのまま直進しましたs

そのときです！「バ～ン」という大きな

音が聞こえました。私の前の車と右折

しようとしていた3台目の車が衝突し、

私の前の車は横転しましたsもうすぐ

春の全国交通安全運動が始まります。

期間中だけでなく、普段から交通安全

に努めましょう。

kikaku@tagatown.jp （は）

古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

①十分とって追突しないように

しましょう。

⑥血液型のあう健康者の血液を

患者の血管内に注入すること。

⑦○○とスッポン。

⑧あやつって働かせること。

⑪茶色。

⑫⇔後ろ。

⑬論理。イラスト○○○○。

⑮アサクサが有名です。

⑰写真感光材料の大きさのひと

つ。25.5㎝×30.5㎝程度。

⑱悲しみと愁い。

横のカギ

広
　
　
報
　
た
　
が
　
3
月
号
　
　
　
　
発
行
■
多
賀
町
役
場
　
編
集
■
企
画
課
〒

522 ‐
0341

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
多
賀
3
2
4
電
話

0
7
4
9 ‐
4
8 ‐
8
1
2
2

毎
月
発
行
　
通
巻
第
6
7
9
号
　
印
刷
■
有
限
会
社
エ
ー
・
サ
イ
ト

第１回［平成15年度］
多賀町美術展覧会開催
発掘調査速報・土田遺跡
スポーツ少年団活動記録
路線バスを利用しましょう
ふるさとクロスワードパズル

2004年
No.679

広報

★多賀町ホームページでもご覧いただけます★

春の全国交通安全運動
4月6日（火）～4月15日（木）

《運動の重点》
①子どもと高齢者の交通事故防止
子ども、高齢者を見かけたら、
その行動に十分注意し、徐行す
るなど思いやりのある運転に心
がけましょう。
②自転車の安全利用の推進
自転車に反射材をつけ、暗くな
ってきたら早めにライトを点灯
するようにしましょう。
③シートベルトとチャイルドシー
トの正しい着用の徹底
｢車に乗ったらまずシートベルト｣
の習慣づけを徹底しましょう。
④交差点における安全確認の徹底
交差点での事故が増えています。
安全確認を確実にしましょう。

《特別推進事項》
昼間におけるライト点灯の推進
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3
月
13
日
か
ら
同
18
日
ま
で
、
多
賀
町
中

央
公
民
館
で
多
賀
町
美
術
展
覧
会
が
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

絵
画
部
門
１２
点
、
写
真
部
門
４０
点
、
書
部

門
４１
点
の
出
品
が
あ
り
、
そ
の
中
で
審
査
の

結
果
、
各
部
門
と
も
大
賞
、
特
選
、
佳
作
が

選
考
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
査
員

【
絵
画
部
門
】
小
田
柿
　
壽
郎
氏

【
写
真
部
門
】
寿
　
福
　
　
滋
氏

【
書
部
門
】
小
　
林
　
　
巧
氏

【
絵
画
部
門
入
選
者
】

【
大
賞
】
磯
野
　
公
子
　
「
卓
上
Ｎ
Ｏ
‐
３
」

【
特
選
】
高
橋
　
汎
子
　
「
金
剛
輪
寺
新
緑
」

【
写
真
部
門
入
選
者
】

【
大
賞
】
成
宮
　
文
子
　
「
惜
秋
」

【
特
選
】
神
田
　
裕
弘
　
「
き
り
の
漁
港
」

品
居
九
一
郎
　
「
純
愛
」

藤
本
　
夏
雄
　
「
早
春
」

【
佳
作
】
石
原
　
高
顕
　
「
や
わ
ら
ぎ
」

藤
本
　
夏
雄
　
「
鬼
」

神
鳥
　
政
一
　
「
憩
う
」

田
斉
　
隆
夫
　
「
自
然
の
変
化
」

本
池
　
圭
子
　
「
無
題
」

【
書
部
門
入
選
者
】

【
大
賞
】
野
口
　
　
一
　
「
春
が
き
た
」

【
特
選
】
辰
巳
　
輝
子
　
「
無
題
」

大
町
千
津
子
　
「
寸
松
庵
色
紙
」

山
本
　
　
市
　
「
臨
書
」

【
佳
作
】
北
川
　
由
三
　
「
無
題
」

小
菅
　
茂
一
　
「
漢
詞
」

土
田
　
正
雄
　
「
山
窓
無
月
一
燈
明
」

夏
原
　
清
子
　
「
墨
華
」

上
坊
　
　
春
　
「
漢
詞
」

【
絵
画
部
門
総
評：

小
田
柿
　
寿
郎
氏
】

第
一
回
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
出
品
点
数

こ
そ
少
な
い
が
、
油
絵
・
日
本
画
・
水
墨
画

と
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
の
出
品
が
あ

り
、
楽
し
い
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。

力
量
的
に
は
、バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
作
品
も
一
生
懸
命
に
描
い
て
お
ら
れ
る

様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、今
後
も
出
品
者
が
増
え
、

地
域
の
楽
し
い
発
表
の
場
と
し
て
発
展
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
写
真
部
門
総
評：

寿
福
　
滋
氏
】

多
賀
町
は
、
豊
か
な
田
園
を
ぬ
け
、
整
備
さ
れ
た
工
業
団

地
か
ら
一
歩
山
へ
入
る
と
、
と
た
ん
に
古
代
の
世
界
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
錯
覚
に
お
ち
い
る
素
晴
ら
し
い
自

然
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
自
然
を
切
り
取
っ
た
、
詩
情

豊
か
な
作
品
も
多
く
、
楽
し
く
、
拝
見
致
し
ま
し
た
。
全
国

規
模
の
写
真
展
に
も
出
品
で
き
る
作
品
も
あ
り
、
皆
さ
ん
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
被
写
体
の
持
っ
て
い
る
魅
力
に
、
自
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
融
合
さ
せ
た
、
作
品
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。

撮
影
す
る
前
に
、
ま
ず
俳
句
で
も
ひ
ね
っ
て
、
そ
の
イ
メ

ー
ジ
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
の
も
一
案
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

意
外
と
身
近
な
所
に
美
し
い
発
見
が
あ
る
も
の
で
、
そ
の

意
味
で
も
多
賀
町
内
に
は
ま
だ
ま
だ
魅
力
が
た
く
さ
ん
隠
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

作
者
だ
け
が
見
つ
け
た
「
発
見
」
を
、
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
。
良
い
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
書
部
門
総
評：

小
林
　
巧
氏
】

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
た
せ
て
い
た
だ
い
た

よ
ろ
こ
び
に
し
た
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「
書
」
は
、
人
生
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。

齢よ
わ
い

を
重
ね
る
こ
と
で
、
自
分
の
人
生
に
目
覚

め
、
自
分
の
言
葉
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て

初
め
て
、「
道
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
世

界
で
あ
り
ま
す
。

賞
を
競
う
と
な
る
と
、
大
変
錬
度
の
厳
し

い
世
界
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
書
の

俗
に
染
ま
る
こ
と
な
く
、
大
変
新
鮮
な
雰
囲

気
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
か
ら
の
課
題
も
た
く
さ
ん
見
え
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
話
は
、
表
彰
式
の
日
に
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
町
展
を
ど
の
よ
う

な
形
に
作
り
上
げ
て
ゆ
く
か
は
、
す
べ
て
町

民
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
域
に
あ
る

「
志
あ
る
も
の
」
の
参
画
の
場
に
な
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

多
賀
町
展
の
益
々
の
御
発
展
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

※
総
評
は
、
原
文
の
ま
ま
を
掲
載
し
ま
し
た
。
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写真部門 大賞 「惜秋」成宮　文子さん

「
春
が
き
た
」
野
口
　
　
一
さ
ん

「
卓
上
Ｎ
Ｏ
‐
3
」
磯
野
　
公
子
さ
ん

書
部
門

大
賞

絵
画
部
門

大
賞

▲審査のようす

▲表彰式のようす



多賀町の�

文化財�
センター通信�

http://www.biwa.ne.jp/~taga-mus/akebono/bunkazai/
有線●2-0348　電話●48-0348�

E-mail bunkazai@tagatown.jp

多賀町の�

文化財�

M U S E U M

I N F O R M A T I O N

多賀の自然と文化の館�

情報BOX博物館
�

博物館
�

お問い合わせ先
多賀の自然と文化の館（多賀町立博物館）

有線●2-2077 電話●48-2077 ファクシミリ●48-8055
休館日●毎週月・火曜日、祝日の翌日

多賀の自然と文化の館ホームページ
http://www.tagatown.jp/akebono/
http://www.biwa.ne.jp/̃taga-mus/
E-mail taga-mus@mx.biwa.ne.jp 

図書館�
ニュース

お問い合わせ先
多賀町立図書館（あけぼのパーク多賀）
有線●2-1142 電話●48-1142

休館日●毎週月・火曜日、毎月最終木曜日、祝日の翌日（平日）
E-mail tosho@tagatown.jp 

手
づ
く
り
あ
そ
び
の
会

日
時

4
月
24
日
（土）

14
時
30
分
〜

場
所

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
2
階
大
会
議
室

対
象

子
ど
も
（
小
学
2
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）
20
人
（
申
し
込
み
先
着
順
）

内
容

風
を
つ
か
も
う
ー
こ
い
の
ぼ
り
、
風
車
を
つ
く
る
ー

持
ち
物

は
さ
み

申
し
込
み

3
月
20
日
（土）

10
時
か
ら
（
電

話
申
し
込
み
可
）

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
話
の
世

界
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

4
月
3
日
（土）
、
同
10
日
（土）
、
同
17
日

（土）

15
時
〜

場
所

絵
本
コ
ー
ナ
ー

映
画
会

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
ゆ
っ
た
り
と
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

3
月
27
日
（土）

14
時
30
分
〜

場
所

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
2
階
大
会
議
室

内
容

「
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク
」

子
ど
も
部
屋
の
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
ド

ア
の
向
こ
う
側
に
あ
る
、
モ
ン
ス
タ
ー

シ
テ
ィ
ー
。
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク

は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
〈
悲
鳴
エ
ネ
ル

ギ
ー
〉
を
集
め
…

「
多
賀
町
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た

こ
の
計
画
は
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」（
平
成
13
年
12
月
）
第
9
条

に
お
い
て
、
各
自
治
体
が
「
策
定
す
る
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
多
賀
町
で
は
、
平
成
15
年
9
月
18
日
に

同
計
画
策
定
委
員
会
の
要
網
を
定
め
、
関
係
者

に
委
員
を
委
嘱
す
る
と
と
も
に
、
計
画
案
の
策

定
を
諮
問
し
、
中
間
段
階
に
お
い
て
図
書
館
協

議
会
で
検
討
を
加
え
、
答
申
を
受
け
た
案
を
尊

重
し
、
町
の
推
進
計
画
と
し
て
策
定
し
た
も
の

で
す
。
同
計
画
は
家
庭
や
地
域
、
園
、
所
、
学

校
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
推
進
に
当
る
と

と
も
に
、
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

計
画
の
概
要
は
、
次
号
以
降
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

▲2つの甕
かめ

が口縁部を下にして重ねられた
状態で出土

▲高坏
た か つ き

（脚の付いた椀状の土器）の出土
状況

▲炭
　

化木材の出土状況
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近
江
猿
楽
多
賀
座

創
立
１０
周
年
記
念
企
画
展

多
賀
町
に
近
江
猿
楽
の
発
祥
と
い
わ
れ
る

「
み
ま
じ
座
」
が
あ
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し

て
、平
成
5
年
に
多
賀
座
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
芸
能
で
あ
っ
た
か
詳
し
い
資
料

が
な
く
、
手
探
り
の
中
で
大
衆
芸
能
と
し
て

「
猿
楽
」「
田
楽
」「
風
流

ふ
り
ゅ
う

」
の
3
つ
を
テ
ー

マ
と
し
て
歩
ん
で
き
た
10
年
を
紹
介
し
ま

す
。
写
真
・
衣
装
・
創
作
物
な
ど
の
展
示
で

す
。
期
間
中
、
衣
装
を
つ
け
て
の
記
念
撮
影

会
や
笛
づ
く
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
な
ど
の
行
事
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
期
間

4
月
11
日
（日）
〜
5
月
9
日
（日）

（
入
場
無
料
）

開
催
場
所

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
・
ホ
ー
ル
ギ

ャ
ラ
リ
ー

関
連
行
事

●
衣
装
を
つ
け
て
の
撮
影
会

4
月
11
日
（日）
、
同
17
日
（土）
、
同
25
日
（日）

10
時
〜
15
時

※
申
し
込
み
不
要

●
し
の
笛
づ
く
り

5
月
2
日
（日）

10
時
〜
16
時

※
要
予
約

申
し
込
み

4
月
17
日
（土）

10
時
か
ら

博
物
館
で
（
電
話
可
）

定
員

10
人
（
先
着
順
）

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

5
月
9
日
（日）

13
時
〜
16
時

平
成
16
年
度
　
第
1
回
観
察
会

「
霊
仙
山
の
福
寿
草
を

見
に
行
こ
う
」

多
賀
町
の
霊
仙
山
に
登
り
山
頂
付
近
に
咲

く
福
寿
草
の
観
察
を
行
い
ま
す
。

日
時

4
月
10
日
（土）
7
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
雨
天
中
止

集
合
場
所

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

費
用

障
害
保
険
料
一
人
1
0
0
円

持
ち
物

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
、
登
山

の
で
き
る
服
装

対
象

中
学
生
〜
一
般

定
員

25
人
（
先
着
順
）

受
付

3
月
21
日
（日）

9
時
か
ら
（
電
話
・

F
A
X
可
）

発
掘
調
査
速
報
！

土
田
遺
跡
第
10
次
調
査

多
賀
町
教
育
委
員
会
が
実
施
し
ま
し
た
土

田
地
先
の
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
等
に
伴

う
発
掘
調
査
で
、
弥
生
時
代
末
〜
古
墳
時
代

初
頭
（
今
か
ら
約
1
8
0
0
年
前
）
の
住
居

跡
を
1
棟
確
認
し
ま
し
た
。
住
居
跡
は
非
常

に
保
存
状
態
が
良
く
、
建
物
の
構
造
を
知
る

う
え
で
良
好
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
建
物
内
に
埋
ま

っ
た
土
を
除
去
す
る
と
建
物
の
床
面
に
炭
化

し
た
木
材
が
多
数
横
た
わ
り
、
床
が
焼
け
た

痕こ
ん

跡
や
焼
け
た
土
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、

故
意
か
過
失
に
よ
る
も
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
住
居
は
火
災
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
住
居
内
か
ら
は
た
く
さ
ん
の

土
器
が
出
土
し
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
割

れ
て
お
り
元
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
、
調
査
の
成
果
を
皆
さ
ん
に
お

見
せ
で
き
る
よ
う
、
土
器
の
復
元
作
業
な
ど

を
行
う
予
定
で
す
。
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4月�

日�月�火�水�木�金�土�

4 5 6 7 8 9 10
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25 26 27 28 29 30

1 2 3

5月�

日�月�火�水�木�金�土�

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23

30 31

24 25 26 27 28 29

1

…休館日�

移動図書館さんさん号　巡回のお知らせ�

巡 回 場 所 ・ 駐 車 時 間 �
 

第
1
・
3
金
曜
日
 
第
2
・
4
火
曜
日
�

4
月
 

2
・
16

13
・
27

5
月
 

7
・
21

11
・
25

6
月
 

4
・
18
 

8
・
22

7
月
 

2
・
16

13
・
27

8
月
 

6
・
20

10
・
24

9
月
 

3
・
17

14
・
28

藤 瀬 �

（草の根ハウス前）�

10:05～10:30

大 君 ヶ 畑 �

（集会所前）�

10:25～10:50

川 相 �
（皆様の店くぼ�
駐車場）�

10:40～11:05

佐 目 �

（集会所前）�

11:10～11:35

大滝小学校�

（渡り廊下）�

12:50～13:30

多賀小学校�

（ 玄 関 ）�

13:00～13:40

大 杉 �

（自警団車庫横）�

14:00～14:30

犬上ハートフル�
セ ン タ ー �
（ 玄 関 ）�
14:00～14:40

萱原保育所�

　�

14:45～15:20

猿 木 �

（西光寺前）�

15:00～15:30

富之尾保育園�

（近隣駐車場）�

15:40～16:15

多 賀
ささゆり保育園�
（ 玄 関 ）�
15:50～16:20

（平成16年4月～同9月）�

※�

利用カードも本も図書館と共通です。どちらで借り返しをしていただいても結構です。�
読みたい本が見あたらない場合はリクエストをしてください。ご用意いたします。�
天候等の都合で巡回中止になる場合はご容赦ください。�

※印は第4火曜日�
のみの巡回です。�



地域運動スポーツ指導者
に、あなたもなってみませんか？
この制度は、地域のスポーツ普及のため

のもので、特に種目は問いません。ぜひあ

なたのお力をお貸しください！

詳しくは、海洋センターまでお問い合わ

せください。

チャレンジデー
2004

今年は5月26日（水）です。
町民の皆さん一人ひ

とりが主役です!!

今年の対戦相手は

秋田県の

『琴丘町
こと お か ま ち

』です。

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

保
護
者
指
導
者
研
修
会

2
月
7

日
、
中
央
公

民
館
に
お
い

て
今
年
で
5

回
目
と
な
る

研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
講
師
に

シ
ッ
テ
ィ
ン

グ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
『
チ
ー

ム
サ
ー
カ

ス
』
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
り
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表

で
も
あ
る
、
田
中
浩
二
氏
を
招
き
、「
ス
ポ

ー
ツ
を
続
け
て
き
て
学
ん
だ
こ
と
〜
シ
ド
ニ

ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
て
〜
」
と
題

し
て
の
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
健
常
者

と
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
全
国
大
会
に
も
出

場
し
て
い
た
田
中
さ
ん
が
事
故
に
よ
り
片
足

を
失
い
障
害
者
と
な
ら
れ
、
苦
悩
の
日
々
を

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
が
、
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ

バ
レ
ー
を
知
り
、
努
力
の
結
果
、
つ
い
に
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
障
害
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

と
い
う
大
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
い
つ
も
夢
を
持
ち
、
あ
き
ら
め
ず
に
前

進
す
る
こ
と
、
自
分
だ
け
で
な
く
周
り
の
人

に
親
切
に
す
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
、

訪
れ
た
約
1
2
0
人
の
皆
さ
ん
の
真
剣
な
表

情
が
印
象
的
で
し
た
。

☆
屋
内
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

2
月
２２
日
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
シ

ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ス
マ
イ
ル
ボ

ウ
リ
ン
グ
、
ペ
タ
ビ
ン
ゴ
を
行
い
ま
し
た
。

１２
チ
ー
ム
、
７０
人
余
り
の
方
々
が
参
加
さ
れ

楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
日
本
代
表
選
手
、
田
中
浩
二
さ
ん
も
参
加

さ
れ
、
障
害
者
と
健
常
者
が
一
緒
に
プ
レ
イ

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
対
戦
後
に
は
豚

汁
と
お
に
ぎ
り
を
い
た
だ
い
て
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

ん
ば
ら
わ
か
の
指
体

教
　
室
　
案
　
内

☆
テ
ニ
ス
教
室

恒
例
と
な
り
ま
し
た
テ
ニ
ス
教
室
で
す
。

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
楽
し
く
学
べ
ま

す
。
あ
な
た
も
「
エ
ー
ス
を
ね
ら
え
！
」

日
程

5
月
11
日
（火）
か
ら
　
毎
週
火
・
金
曜

日
（
雨
天
順
延
）

19
時
〜
20
時
30
分

全
10
回
コ
ー
ス

費
用

3，

0
0
0
円

☆
自
力
整
体
整
食
法

今
回
か
ら
の
新
教
室
で
す
。
肩
や
腰
、
調

子
が
悪
い
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ほ
か
か

ら
の
力
を
借
り
ず
自
分
で
行
う
こ
の
整
体
法

は
激
し
い
運
動
で
は
な
く
、
〝
体
全
体
を
ほ

ぐ
す
〞
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
、
整
食
法
と
と

も
に
行
う
こ
と
で
体
内
の
老
廃
物
を
除
去
し
、

ス
リ
ム
な
体
と
健
康
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
全
身
を
ゆ
す
り
ま
す
の
で
、
朝
食
を
と
ら
ず
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程

5
月
1
日
（土）
か
ら
　
毎
週
土
曜
日

（
第
2
土
曜
日
を
除
く
）
10
時
〜
11
時

30
分
　
全
10
回
コ
ー
ス

費
用

2，

0
0
0
円

☆
ど
ち
ら
の
教
室
も
10
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中

止
と
な
り
ま
す
。

☆
詳
し
い
案
内
は
後
日
全
戸
配
布
い
た
し
ま
す
。
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思い出、進歩、そして…
大滝ミニバスケットボールスポーツ少年団

小財　徹大
ぼくは、入団当時まったくのしろうと

で全然できませんでした。コーチや、そ

のときのキャプテンがわかりやすく教え

てくれました。そのおかげですぐに上達しました。い

までは中学生の先ぱいとよく5対5をするようになりま

した。中学へ行ってもバスケ部に入り、もっともっと

努力をして上手になりたいです。

がんばった少年野球
多賀少年野球スポーツ少年団

新谷　　友
ぼくは、2年生のときから野球を始め

ました。これまでたくさんの練習や試合

をしてきてつらいこともあったけど、そ

れ以上に楽しいこともいっぱいありました。とくに今

年も全国大会にいくことができ、ベスト8になれたこと

はとても貴重な経験だったと思います。強いチームに

勝った喜びやあと一歩のところで負けたくやしさを味

わったり、みんなであきらめず最後までがんばること

の大切さも学んだりしました。ぼくたちをささえてく

ださった多くの人たちに感謝し、少年野球での経験を

生かしながら中学校へ行っても自分の力を出しきって

一生懸命がんばります。

柔道を3年間やってきて
大滝柔道スポーツ少年団

西澤　大喜
ぼくは大滝の柔道で3年間がんばって

きました。入団するきっかけは、友達も

やっているしやってみたかったからで

す。入った時はなにをどうしてよいのかわからず、初

めての試合でもチームの仲間が言ってくれることもわ

かりませんでした。でも、いっしょうけんめい自分な

りに努力してがんばってきました。柔道でうれしかっ

たことはやっぱり優勝したことでした。それが初の優

勝でした。そのときはとてもうれしかったです。中学

校は柔道部がなく違う部活をすることになりますが、

ときどき柔道の練習には行き続けたいです。

剣道を習って
多賀少年剣道スポーツ少年団

山本　和輝
ぼくは、小学校3年生の時から剣道を

習っています。夏は面をかぶるのが暑く

汗が出ても途中でふけません。冬は寒く

体がカチカチになっていますが練習するとだんだん暑く

なってきます。ぼくは何回か試合に出たことがあります。

負けた時はくやしいです。勝った時はすごくうれしいで

す。つらいこともありますがぼくは、続けられる限り剣

道をやりとげたいと思います。

ミニバスケットの思い出
TAGAミニバスケットボールスポーツ少年団

大橋百合恵
私は、小学3年生からバスケットをはじめ

ました。最初、バスケットのことをなにも知

らなかったけど、コーチや上級生にいろい

ろわかりやすく教えてもらいました。そんなやさしさを学

びました。そして私はキャプテンになり、にがてだったけど

みんなをまとめたりできるようになりました。中学校へ行

っても大好きなバスケットを続けたいと思っています。がん

ばりたいです。ミニバスのみんなもがんばってください。

バレーボールを続けてきて
多賀kidsバレーボールスポーツ少年団

中溝亜里沙・宮河　　南
私たちは、今までバレーボー

ルを続けてきていろいろなこと

を学びました。6年生になった

時、6年生は2人だけで、あとは最近入ってきた人たちば

かりでした。それは思ったより非常に辛く、くじけそう

になったことが何度もありました。でも、そのたびにコ

ーチや仲間、そして家族に支えられて最後までがんばっ

てくることができました。バレーボールを続けてきた中

で学んだ、あいさつや礼儀、あきらめないことを忘れず

に中学校でもがんばりたいと思います。

ぼくの空手
日本正剛館空手道湖東多賀スポーツ少年団

岸本　大輝
ぼくは強くなりたかったので2年生の

時に空手を習いました。空手というスポ

ーツは強くなっていくほど帯の色がこく

なっていきます。ぼくの帯の色は黄色です。始めてか

ら3年位たちますがなかなか上手になれません。けど努

力して黒帯めざしてがんばります。
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お問い合わせ先
多賀町B&G海洋センター

有線●2-1625 電話●48-1625 ファクシミリ●48-1884
E-mail bg@tagatown.jp

▼田中浩二さんとシッティングバレーボ
ール！

▲ビンゴで得点。作戦を練って対戦し
ます。



私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
と
共
存
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
抵
抗
力
が
な
い

と
病
気
に
か
か
り
ま
す
。

予
防
接
種
は
、
病
原
体
を
弱
め
る
か
、
不

活
化
（
殺
し
て
し
ま
う
こ
と
）
し
ま
す
。
免

疫
力
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
病
気
に
対
す

る
抵
抗
力
を
つ
け
、
発
病
を
予
防
し
た
り
、

症
状
を
軽
く
し
た
り
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は

生
後
8
〜
12
ヶ
月
ご
ろ
ま
で
に
、
お
母
さ
ん

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
抵
抗
力
が
自
然
と

失
わ
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
自
身
で
免
疫
を
つ
く
る

必
要
が
生
じ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
お
子
さ
ん

が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
外
出
の
機
会
も
多

く
な
り
ま
す
。
保
育
園
や
幼
稚
園
に
入
る
ま

で
に
は
、
予
防
接
種
で
免
疫
を
つ
け
、
感
染

症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
と
は
？

感
染
症
の
原
因
と
な
る
病
原
体
を
、
病
気

を
起
こ
さ
な
い
程
度
に
性
質
を
変
え
た
り
、

毒
素
の
力
を
弱
め
た
り
し
て
、
予
防
接
種
に

使
う
薬
液
を
「
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
そ
の
つ
く
ら
れ
方
か
ら
3
つ
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。

1．

生
ワ
ク
チ
ン

生
き
た
病
原
体
の
毒
性
を
弱
め
て
接
種
し

て
、
免
疫
（
抗
体
）
を
つ
く
り
ま
す
。

2．

不
活
化
ワ
ク
チ
ン

免
疫
を
つ
く
る
の
に
必
要
な
成
分
の
み
を

取
り
出
し
、
可
能
な
限
り
毒
性
を
な
く
し
、

何
回
か
接
種
し
て
免
疫
を
つ
く
り
ま
す
。

3．

ト
キ
ソ
イ
ド

細
菌
が
産
出
す
る
毒
素
だ
け
を
取
り
出

し
、
毒
性
を
弱
め
て
、
何
回
か
接
種
し
て
免

疫
を
つ
く
り
ま
す
。

麻ま

疹し
ん

予
防
接
種
は
重
要
で
す
。

1
歳
か
ら
2
歳
ま
で
に
麻ま

疹し
ん

に
か
か
る
お
子

さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
1
歳
に
な
っ
た
ら
1

日
も
早
く
麻ま

疹し
ん

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
麻ま

疹し
ん

と
は
…
伝
染
力
が
強
い
ウ
イ
ル
ス
で
、
発

熱
、
せ
き
、
鼻
汁
、
発
疹し

ん

な
ど
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
最
初
の
3
〜
4
日
で
38
度
前
後
の
熱
が

出
て
、
一
時
的
に
解
熱
し
ま
す
が
、
再
び
39
〜

40
度
の
高
熱
と
発
疹し

ん

が
出
て
き
ま
す
。
3
〜
4

日
高
熱
が
続
い
た
の
ち
下
が
り
、
発
疹し

ん

も
し
だ

い
に
消
え
て
い
き
ま
す
。

主
な
合
併
症
は
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
脳
炎

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
を
す
れ
ば
、
合

併
症
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
は
配
布
し
て
あ
り

ま
す
予
防
接
種
手
帳
を
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
問
い
合
わ
せ
は
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
（
福
祉
保
健
課
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動

計
画
を
策
定
し
ま
す

次
世
代
育
成
支
援
は
、
今
、
子
育
て
を
し

て
い
る
人
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
子
育
て
を
す

る
人
た
ち
が
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

に
、
地
域
、
企
業
を
含
む
社
会
全
体
で
支
援

し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

昨
年
7
月
に
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
」
が
成
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
は

平
成
17
年
度
か
ら
の
5
カ
年
を
期
間
と
す
る

「
地
域
行
動
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

多
賀
町
で
は
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
支
援

や
今
年
4
月
か
ら
開
設
す
る
「
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
2
階
）」

な
ど
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
子
育
て
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
が
町

内
の
す
べ
て
の
地
域
に
広
が
る
よ
う
、
計
画

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
次
の
世
代
を
育
成
す
る
た
め
に
必
要

な
施
策
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
教
育
、

雇
用
、
都
市
計
画
、
建
設
、
環
境
な
ど
、
町
政

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
こ
の
地
域
行
動
計
画
は
、
そ
れ
ら
の
す
べ

て
に
か
か
わ
る
横
断
的
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

多
賀
町
で
は
、
今
年
度
こ
の
行
動
計
画
策

定
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要
か
住

民
対
象
に
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ニ
ー

ズ
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
や
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

実
績
を
踏
ま
え
、
平
成
16
年
度
中
に
具
体
的

な
行
動
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

介
護
保
険
料（
特
別
徴
収
）の

仮
徴
収
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

引
き
去
り
）で
納
付
し
て
い
た
だ
く
方
に
は
、

平
成
16
年
度
の
介
護
保
険
料
が
6
月
の
住
民

税
確
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
た
め
、
8
月
ま

で
は
前
年
度
に
決
定
し
た
所
得
段
階
で
の
額

（
原
則
、
平
成
16
年
2
月
支
給
の
年
金
か
ら

引
き
去
り
し
た
額
）
を
仮
に
徴
収
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
16
年
度
介
護
保
険
料
額
は
、

7
月
中
旬
ご
ろ
ご
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

健
康
推
進
員
養
成
講
座
受
講
者
募
集

生
涯
を
通
し
て
健
や
か
で
充
実
し
た
生
活

を
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
り
育
て
る
」
と
い
う
自

覚
と
実
践
が
必
要
で
す
。
町
で
は
、
地
域
に

密
着
し
た
健
康
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
リ

ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
講
座
を
開
き
ま
す
。

受
講
時
間

６０
時
間
（
4
月
〜
１２
月
）

場
所

主
に
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

あ
い
の
郷
（
町
外
会
場
あ
り
）

対
象

町
内
に
在
住
の
６５
歳
ま
で
の
人
で
、
健

康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
が

あ
り
、
継
続
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人

定
員
・
受
講
料

30
人
・
無
料

申
し
込
み
期
限

4
月
16
日
（金）
必
着

申
し
込
み
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

受
講
申

し
込
み
書（
福
祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■ 広報 2004年3月号9

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差

別
・
偏
見
を
な
く
し
、
人
が
人
と
し
て
尊
ば

れ
る
地
域
社
会
を
創
造
し
て
い
く
た
め
に
、

多
賀
町
に
住
み
、
ま
た
は
多
賀
町
で
働
く
青

年
が
、
差
別
の
現
実
に
学
び
自
ら
の
生
き
方

を
見
つ
め
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
部

落
解
放
を
め
ざ
す
多
賀
町
青
年
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
」（
旧
部
落
解
放
を
め
ざ
す
多
賀
町
青

年
集
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
月
14
日
に
は
、
大
阪
市
に
あ
る
大
阪
人

権
博
物
館
（
リ
バ
テ
ィ
お
お
さ
か
）
を
訪
問

し
、
多
賀
町
出
身
で
桃
山
学
院
大
学
文
学
部

教
授

寺
木
伸
明
先
生
か
ら
「
部
落
問
題
入

門
〜
部
落
史
を
中
心
と
し
て
〜
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
被
差
別
部
落
の
起
源
か
ら
部
落
解

放
の
展
望
ま
で
を
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
博
物
館
の
展
示
か
ら
ワ

ー
ク
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
学
習
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
2
月
17
日
に
は
、
多
賀
町

中
央
公
民
館
で
「
研
修
成
果
交
流
会
」
を
開

催
し
、
意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
少
人
数
で
深
く
学
べ
て
よ
か
っ

た
。
知
識
か
ら
意
識
・
行
動
へ
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」「
今
後
も
勉
強
を
続
け
た
い
」「
職

場
や
地
域
で
差
別
に
つ
い
て
話
し
て
い
き
た

い
」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
私
た

ち
も
自
分
の
課
題
と
し
て
真し

ん

摯し

に
受
け
止

め
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
・
偏
見
を
な
く
す
た
め
に
行
動
し
ま
せ

ん
か
？

「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
も
の
」

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
　
副
会
長

山
本
　
房
子

未
来
の
多
賀
町
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育

成
に
、
多
く
の
方
々
が
お
の
お
の
の
立
場
で

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大

変
有
り
難
い
こ
と
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
青
少
年
期
に
ど
れ
だ
け
心

豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て
過
し
て
き
た
か

は
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
、
本
町
の
発
展
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

昨
夏
、「
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
」
で
夜
間
、

町
内
を
2
回
巡
回
し
ま
し
た
。
2
回
と
も
20

時
ご
ろ
外
出
し
て
い
る
青
少
年
に
は
、
出
会

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
連
日
、

青
少
年
に
関
わ
る
事
件
が
報
道
さ
れ
、
心
が

痛
み
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
登
下
校
中
の
児

童
や
生
徒
の
連
れ
去
り
事
件
は
、
孫
が
小
学

校
に
通
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
賀
町
で
も
い

つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
危
機
感

で
、
無
事
帰
宅
す
る
と
、
ほ
っ
と
安あ

ん

堵ど

す
る

毎
日
の
連
続
で
す
。

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
町

内
の
全
児
童
と
一
部
生
徒
に
危
険
防
止
の
笛

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
」
の
声

と
「
実
際
に
笛
を
吹
い
た
の
に
、
だ
れ
も
来
て

く
れ
ん
か
っ
た
」
と
い
う
声
も
聞
き
ま
し
た
。

地
域
で
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
安
全
に

日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
住
民
が「
目
配
り
」

「
気
配
り
」
を
一
層
強
く
し
て
い
く
必
要
性

を
痛
感
し
ま
す
。

子
ど
も
に
「
危
険
な
状
況
」
に
出
く
わ
し

た
時
、
と
っ
さ
に
し
っ
か
り
と
し
た
行
動
が

と
れ
る
よ
う
に「
一
人
だ
け
で
は
遊
ば
な
い
」

と
か
知
ら
な
い
人
に
無
理
や
り
車
に
乗
せ
ら

れ
そ
う
に
な
っ
た
時
「
大
声
や
笛
で
助
け
を

求
め
る
」
等
を
家
庭
生
活
の
中
で
教
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

併
せ
て
、
各
字
等
で
組
織
的
に
小
・
中
学

生
の
登
下
校
時
に
通
学
路
に
出
て
半
時
間
で

も
立り

っ

哨し
ょ
う

し
、「
お
は
よ
う
」「
お
か
え
り
」
と

あ
い
さ
つ
を
交
し
あ
う
取
り
組
み
が
で
き
れ

ば
と
願
う
の
で
す
が
…
。

地
域
の
大
人
が
各
自
の
で
き
る
範
囲
で
始

め
て
み
る
一
歩
が
、
事
件
を
未
然
に
防
ぐ
家

庭
・
学
校
・
地
域
の
相
互
の
連
携
だ
と
考
え

ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
の
あ
た
た
か
な
「
目
」

と
「
ひ
と
声
」
の
力
で
、
多
賀
町
の
子
ど
も

を
健
や
か
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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本
制
度
は
、
も
ろ
も
ろ
の
経
済
的
な
事

由
に
よ
り
、
就
学
す
る
た
め
に
必
要
と
す

る
費
用
の
負
担
が
困
難
な
場
合
に
、
そ
の

一
部
と
し
て
奨
学
金
を
給
付
す
る
制
度
で

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
16
年
度
生
を

募
集
し
ま
す
。

1．

資
格

町
内
に
3
年
以
上
居
住
ま
た
は
居
住
す

る
者
の
子
弟
で
あ
り
、
高
等
学
校
（
定
時

制
含
む
）、
高
等
専
門
学
校
、
各
種
専
修

学
校
、
短
期
大
学
（
部
）、
大
学
、
大
学

院
に
在
学
し
、
学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀

で
あ
り
か
つ
健
康
で
学
資
援
助
が
必
要
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

2．

奨
学
金
の
給
付

奨
学
金
は
月
額
高
校
生
（
高
等
専
門
学

校
3
年
生
ま
で
）
1
0，

0
0
0
円
、
そ

の
他
は
2
0，

0
0
0
円
を
直
接
本
人
ま

た
は
保
護
者
に
給
付
し
、
償
還
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。

3．

奨
学
生
の
申
請
方
法

希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
て
必
要
書
類
（
奨
学
請
願
書
等
）
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
期
間
内
に
提
出
く
だ

さ
い
。
自
動
更
新
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

昨
年
以
前
よ
り
給
付
さ
れ
て
い
る
方
も
必

ず
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

4．

募
集
期
間

3
月
22
日
（月）
〜
4
月
２３
日
（金）

※
前
月
号
と
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

5．

奨
学
生
の
採
用

多
賀
町
育
英
資
金
運
営
委
員
会
の
選
考

を
経
て
町
長
が
決
定
し
、
本
人
宛
に
通
知

し
ま
す
。

※
選
考
委
員
会
は
5
月
上
旬
か
ら
中
旬

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

昨
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
“
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
”
に
つ
い
て
は
、
鳥
類
を
飼
育
す
る

県
下
の
学
校
に
安
全
衛
生
面
へ
の
対
応
を
急

が
れ
て
い
ま
す
。
多
賀
町
で
も
、
多
賀
小
学

校
、
大
滝
小
学
校
ま
た
多
賀
幼
稚
園
で
、
烏う

骨こ
っ

鶏け
い

や
ニ
ワ
ト
リ
等
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま

す
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応
と
し
て
、

大
滝
小
学
校
南
校
舎
棟
は
東
側
棟
が
昭
和

51
年
、
西
側
棟
が
昭
和
57
年
に
建
築
さ
れ
い

ず
れ
も
築
後
20
年
を
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
東
側
棟
は
、
新
耐
震
設
計
法
以
前
の

建
物
で
あ

り
、
構
造
上

阪
神
・
淡
路

大
震
災
規
模

の
地
震
に
は

耐
え
な
い
可

能
性
が
あ
っ

た
こ
と
か

ら
、
地
震
防

災
対
策
特
別

措
置
法
に
則

っ
た
「
地
震

防
災
緊
急
事

業
五
箇
年
計

画
（
第
2
次
）」
に
よ
り
校
舎
の
耐
震
診
断

を
実
施
し
補
強
計
画
を
策
定
致
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
壁
面
や
内
部
の
改
装
、
教
室
内

の
照
度
を
高
め
る
な
ど
教
育
環
境
の
向
上
を

め
ざ
し
、
補
強
工
事
と
併
せ
老
朽
化
対
策
工

事
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

現
在
そ
れ
ら
に
伴
う
設
計
業
務
を
進
め
て

お
り
3
月
完
了
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、
工
事

に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
6
月
着
工
、
年
内

完
了
を
め
ど
に
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

《
改
修
概
要
》

・
屋
上
防
水
工
事

・
内
部
（
床
、
壁
、
天
井
、
建
具
）
改
修

・
外
壁
、
外
部
建
具
改
修

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
（
ス
ロ
ー
プ
）

・
電
気
設
備
（
照
明
器
具
増
設
）

・
機
械
設
備
（
給
排
水
、
衛
生
設
備
改
修
）等

塩
化
ベ
ン
ザ
ル
コ
ニ
ウ
ム
液
や
磁
亜
塩
素
酸

ソ
ー
ダ
液
等
を
使
用
し
、
飼
育
小
屋
や
道
具

の
消
毒
、
ま
た
児
童
園
児
の
手
洗
い
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
も
、
帰
宅
後
の
手
洗
い
や
う
が

い
の
励
行
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
１３
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
）
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わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と

金
子
　
み
す
ゞ

わ
た
し
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、

お
空
は
ち
っ
と
も
と
べ
な
い
が
、

と
べ
る
小
鳥
は
わ
た
し
の
よ
う
に
、

地じ

面べ

た

を
は
や
く
は
走
れ
な
い
。

わ
た
し
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
も
、

き
れ
い
な
音
は
で
な
い
け
ど
、

あ
の
鳴
る
す
ず
は
わ
た
し
の
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
な
う
た
は
知
ら
な
い
よ
。

す
ず
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
わ
た
し

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

行
楽
時
に
お
け
る
火
災
の
被
害
防
止

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
と
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
で
、
山
や
河
川
に
出
か
け
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
た
き
火
、
た
ば
こ

の
投
げ
捨
て
、
屋
外
で
の
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ

ー
な
ど
の
使
用
に
よ
り
、
林
野
火
災
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、

次
の
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〇
た
ば
こ
を
吸
う
時
は
、
携
帯
用
灰
皿
を
携

行
し
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

〇
紙
く
ず
な
ど
の
ゴ
ミ
は
火
災
発
生
の
原
因

と
な
る
た
め
各
自
の
ゴ
ミ
は
、
き
ち
ん
と

持
ち
帰
る
こ
と
。

以
上
の
こ
と
を
守
り
、
楽
し
い
行
楽
シ
ー

ズ
ン
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
の
防
止

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
起

こ
り
ま
す
。

家
の
中
に
潜
在
す
る
火
災
危
険
を
排
除

し
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
今
一
度
、
住
宅
防
火

「
コ
ン
ロ
か
ら
の
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
」

を
考
え
な
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

天
ぷ
ら
油
を
加
熱
中
に
火
災
と
な
る
事
例

が
相
変
わ
ら
ず
発
生
し
て
い
ま
す
。

★
天
ぷ
ら
油
火
災
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

〇
天
ぷ
ら
油
を
火
に
か
け
て
い
る
と
き
は
電

話
や
来
客
な
ど
の
用
件
で
そ
の
場
を
離
れ

な
い
こ
と
。

〇
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火

を
消
す
こ
と
。

〇
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
時
に
袖
の
長
い
衣
類

な
ど
で
は
炎
が
燃
え
移
る
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
す
る
こ
と
。

〇
コ
ン
ロ
が
壁
に
近
づ
き
す
ぎ
て
い
る
と
壁

が
蓄
熱
し
て
燃
え
出
す
こ
と
が
あ
る
の
で

注
意
す
る
こ
と
。

〇
コ
ン
ロ
の
ま
わ
り
は
い
つ
も
整
理
整
頓と

ん

に

努
め
ま
し
ょ
う
。
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【じんけんのしせん】
人 権 の 視 線人権の詩

う た

電話●48-8121
E-mail somu@tagatown.jp 総務課

消防
犬上分署・多賀町消防団

平
成
１５
年
度
　
防
火
標
語
　

そ
の
油
断
火
か
ら
炎
へ
災
い
へ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教育委員会学校教育課
（有）2-3741 （電）48-8123
E-mail g-ed@tagatown.jp

▼
詩
は
、
現
代
文
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
文
は
旧
か
な
づ
か
い
で
す
。

▼
「
私
が
兩
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、
／
お
空
は
ち
つ
と
も
飛
べ
な
い
が
、
／
飛
べ
る
小
鳥
は
私
の
や
う

に
、
／
地じ

面べ
た

を
速
く
は
走
れ
な
い
。
／／
私
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
つ
て
も
、
／
き
れ
い
な
音
は
出
な
い

け
ど
、
／
あ
の
鳴
る
鈴
は
私
の
や
う
に
、
／
た
く
さ
ん
な
唄
は
知
ら
な
い
よ
。
／／
鈴
と
、
小
鳥
と
、

そ
れ
か
ら
私
、
／
み
ん
な
ち
が
つ
て
、
み
ん
な
い
い
。」（
金
子
み
す
ゞ
『
さ
み
し
い
王
女
・
新
装

版
　
金
子
み
す
ゞ
全
集
・
Ⅲ
』
J
U
L
A
出
版
、
1
9
9
5
年
、
第
15
刷
、
1
4
5
ペ
ー
ジ
）

▼
こ
の
詩
は
、
自
分
と
少
し
で
も
異
な
る
立
場
や
考
え
を
も
つ
人
び
と
を
認
め
る
こ
と
（
寛
容
さ
）

の
大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
響
き
が
あ
り
ま
す
。

▼
な
お
、
現
代
文
の
作
品
は
、
金
子
み
す
ゞ
童
謡
集
『
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
』（
J
U
L
A
出
版

局
、
1
9
8
4
年
、
1
0
6
〜
7
ペ
ー
ジ
）
に
よ
り
ま
す
。

人
権
読
本

じ
ん
け
ん
の
詩
Ⅱ
（
明
石
書
店
）

編
者
　
今
野
敏
彦
／
さ
し
絵
　
美
馬
須
美
子

か
ら

平
成
１６
年
度
多
賀
町
育
英
資
金
奨
学
生
募
集

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応

平
成
16
年
度
大
滝
小
学
校
南
校
舎
棟

大
規
模
改
造
工
事
を
実
施
予
定



「
あ
る
い
て
ま
い
ろ
う
」
多
賀
三
社
ま
い
り

多
賀
町
の
胡
宮
神
社
・
大
滝
神
社
・
多
賀

大
社
に
歩
い
て
ま
い
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
■
4
月
4
日
（日）

※
小
雨
決
行

9
時
45
分（
集
合
）

10
時（
出
発
）

集
合
場
所
■
近
江
鉄
道
多
賀
大
社
前
駅

行
程
■
多
賀
大
社
前
駅→

飯
盛
木→

胡
宮
神

社→

楢
崎
古
墳→

大
滝
神
社
（
昼
食
）

→

梨
ノ
木→

博
物
館→

多
賀
大
社→

多

賀
大
社
前
駅
（
全
約
14
㎞
）

参
加
費
■
無
料

問
い
合
わ
せ
先
■
多
賀
町
観
光
協
会
　
㈲

2
‐
2
3
4
9

（電）
4
8
‐
2
3
6
1
／
役

場
企
画
課
　
㈲
2
‐
2
0
1
8

（電）
4

8
‐
8
1
2
2

予
備
自
衛
官
補
・
幹
部
候
補
生
募
集

《
予
備
自
衛
官
補
》

対
象
■
日
本
国
籍
を
有
し
、
１８
歳
以
上
３４
歳
未
満

受
付
期
限
■
4
月
9
日
（金）

試
験
日
（
1
次
）
■
4
月
17
日
（土）
〜
同
19
日
（月）

の
間
の
指
定
さ
れ
た
1
日

《
幹
部
候
補
生
》

対
象
■
20
歳
以
上
26
歳
未
満

※
22
歳
未
満
は
大
卒
者（
見
込
み
含
む
）

受
付
期
限
■
5
月
11
日
（火）

試
験
日
（
1
次
）
■
5
月
22
日
（土）
、
同
23
日
（日）

（
飛
行
要
員
）

問
い
合
わ
せ
先
■
自
衛
隊
彦
根
募
集
事
務
所

（電）
2
6
‐
0
5
8
7

当
座
預
金
・
普
通
預
金
・
別
段
預
金
は

平
成
１７
年
3
月
末
ま
で

引
き
続
き
全
額
保
護
さ
れ
ま
す

・
定
期
預
金
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
元
本
1
0
0
0
万
円
ま
で
と
そ
の
利

息
等
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
超
え
る

部
分
は
、
破
た
ん
金
融
機
関
の
財
産
の
状

況
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
（
一
部
カ
ッ

ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

・
平
成
17
年
4
月
以
降
は
、
当
座
預
金
等
の

利
息
の
つ
か
な
い
預
金
が
全
額
保
護
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
預
金
保
険
制
度
、
農
漁
協
系
統
貯
金
保
険
制

度
と
も
に
同
様
の
取
り
扱
い
が
さ
れ
ま
す
。

・
詳
し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
預

金
保
険
機
構
、
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金

保
険
機
構
、
財
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

金
融
庁
・
預
金
保
険
機
構

労
災
保
険
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
こ
ち
ら
で

財
団
法
人
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
（
R

I
C
）
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け

て
、
労
災
保
険
制
度
全
般
の
ご
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先
■
滋
賀
事
務
所
　
大
津
市
浜
大
津
2

丁
目
1
番
36
号
大
津
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

（電）
0
7
7
‐
5
2
1
‐
6
8
9
1

（Ｆ）
0
7

7
‐
5
2
1
‐
6
8
1
3
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）0
1
2
0
‐
7
0
2
‐
1
3
6（
E
メ
ー

ル
）z2

5
-s
h
ig
a
@
ro
u
s
a
i-ric
.o
r.jp

長
浜
公
証
人
役
場
移
転
の
お
知
ら
せ

長
浜
公
証
人

役
場
が
4
月
5

日
か
ら
移
転
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

遺
言
や
金
銭

消
費
貸
借
・
不

動
産
賃
貸
借
・

離
婚
等
、
大
切

な
契
約
書
は
安

全
確
実
な
公
正

証
書
で
作
成
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。ま
た
、

新
会
社
設
立
の
際
作
成
す
る
（
原
始
）
定
款

の
認
証
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新
所
在
地
■
長
浜
市
勝
町
7
1
5

（電）
0
7

4
9
‐
6
3
‐
8
3
7
7
（Ｆ）
0
7
4
9
‐

6
8
‐
1
7
7
1（
電
話
・
F
A
X
と
も
従

来
ど
お
り
）

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
ご
承
知
の
と
お
り
、

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
国
内

数
カ
所
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
月
1
日
現
在
、
滋
賀
県
内
で
の
本
病
の

発
生
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
関
し
て
、
鶏
等

の
病
気
や
人
へ
の
感
染
に
対
す
る
不
安
を
解

消
す
る
た
め
、「
電
話
相
談
窓
口
」
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
感
染
の
早
期
発
見
が
最
重
要
で

あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
家
庭
や
地
域
に
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
よ
う
な
異
常
（
鳥
の

突
然
死
、
集
団
的
な
死
亡
な
ど
）
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
相
談
・
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

《
電
話
相
談
窓
口
》

（1）
鳥
の
病
気
に
関
す
る
相
談

窓
口

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口

受
付
時
間

平
日
は
8
時
30
分
〜
20
時

※
た
だ
し
家
畜
保
健
衛
生
所
は
8
時
30

分
〜
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祭
日
9
時
〜
16
時

連
絡
先
　
滋
賀
県
畜
産
課
0
7
7
‐
5
2
8
‐

3
8
5
9（
鳥
に
関
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
専
用
電
話
）
家
畜
保
健
衛
生
所
0
7
4

8
‐
3
7
‐
7
5
1
1
（代）

休
日
・
夜
間
緊
急
の
連
絡
は

畜
産
課
0
9

0
‐
3
4
9
4
‐
6
9
7
8
／
家
畜
保
健

衛
生
所
0
7
4
8
‐
3
7
‐
7
5
1
1
（代）

※
夜
間
は
留
守
電
に
よ
り
連
絡
先
を
案
内

し
て
い
ま
す
。

（2）
人
の
健
康
に
関
す
る
相
談

窓
口

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口

受
付
時
間

平
日
9
時
〜
１７
時

連
絡
先
　
健
康
対
策
課
0
7
7
‐
5
2
7
‐
3

7
3
7
（
S
A
R
S
相
談
電
話
を
併
用
）

彦
根
保
健
所
2
2
‐
1
7
7
0
㈹

（3）
鶏
肉
・
鶏
卵
な
ど
食
品
に
関
す
る
相
談

連
絡
先
　
県
庁
生
活
衛
生
課
　
食
の
安
全
推

進
室
　
0
7
7
‐
5
2
8
‐
4
9
8
1

受
付
時
間

9
時
〜
17
時

衛
生
管
理
の
詳
細
に
つ
い
て

滋
賀
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.biw
a.ne.jp/̃sigakaho/index.htm
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路
線
バ
ス
は
日
常
生
活
を
支
え
る
身
近
な

公
共
交
通
機
関
で
す
が
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及

に
よ
り
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
県

や
町
の
補
助
が
な
け
れ
ば
採
算
が
取
れ
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
左
の
表
に
示
し
た
通
り
、

約
６０
％
が
経
常
損
益
と
な
り
、
補
助
金
で
ま

か
な
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

多
賀
町
で
は
、
以
前
は
近
江
鉄
道
㈱
に
よ

っ
て
町
内
す
べ
て
、
路
線
バ
ス
の
運
行
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
運
行
収
入
だ
け
で
は

事
業
者
と
し
て
の
採
算
が
取
れ
な
く
な
り
、

撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
た
め
、
平
成

2
年
9
月
か
ら
萱
原
線
・
大
君
ヶ
畑
線
を
、

平
成
12
年
10
月
か
ら
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
線
を
廃

止
路
線
代
替
バ
ス
と
し
て
、
多
賀
町
か
ら
湖

国
バ
ス
㈱
に
運
行
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
路
線
の
維
持
・
確
保
の
た
め
、
ぜ
ひ

積
極
的
に
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
街
化
調
整
区
域
の

建
築
制
限
が
変
わ
り
ま
す

都
市
計
画
区
域
で
は
、
建
物
を
建
て
る
と

き
に
は
建
築
物
の
高
さ
や
大
き
さ
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。
平
成
12
年
に
行
わ
れ
ま
し
た
建

改正前 改正後

容積率 400％ 200％

建ぺい率 70％ 70％

前面道路幅員別 前面道路幅員× 前面道路幅員×
容積率制限 6／10 4／10

道路斜線制限 ∠1.5 ∠1.5

隣地斜線制限 31m＋∠2.5 20m＋∠1.25

築
基
準
法
の
改
正
に
よ
り
、
全
国
一
律
の
基

準
で
制
限
さ
れ
て
い
た
市
街
化
調
整
区
域
内

の
建
築
制
限
が
特
定
行
政
庁
を
除
く
市
町
村

に
お
い
て
は
県
が
定
め
る
こ
と
に
な
り
、
4

月
1
日
か
ら
容
積
率
等
が
次
の
と
お
り
に
変

更
さ
れ
ま
す
。

建
築
基
準
法
第
22
条
区
域
を

調
整
し
ま
し
た

建
築
基
準
法
第
22
条
区
域
で
は
、
火
災
に

よ
る
類
焼
の
防
止
を
図
る
た
め
に
、
建
築
物

の
外
壁
な
ど
を
火
災
に
強
い
も
の
に
す
る
な

ど
の
規
制
が
か
か
り
ま
す
。
従
来
図
示
に
よ

り
区
域
を
指
定
（
大
字
多
賀
の
一
部
）
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
4
月
1
日
か
ら
市
街
化
区

域
の
近
隣
商
業
地
域
（
大
字
多
賀
の
一
部
）

を
区
域
と
し
て
指
定
し
ま
す
。
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交
通
災
害
共
済

交
通
災
害
共
済
に�

み
ん
な
で
加
入
し

加
入
し
ま
し
ょ
う�

�

交
通
災
害
共
済

交
通
災
害
共
済
に�

み
ん
な
で
加
入
し

加
入
し
ま
し
ょ
う�

�

交
通
災
害
共
済
に�

み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う�

�

一
般
道
路
上
で
の
車
両
事
故
に
よ
る�

交
通
事
故
に
対
し
て
お
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。�

小
さ
な
お
守
り
に
…�

500円�500円�

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て･･･�

１人�

年間掛金�
�

通院1日から�
�

見舞金�
支給�
�

問い合わせ先　企画課 ㈲2‐2018（電）48‐8122（Eメール）kikaku@tagatown.jp

路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

湖国バス　利用者人数年度推移

湖国バス　平成15年度収支状況

（平成14年10月1日～平成15年9月30日）

＊他市町にまたがる路線全体の数値です。

＊経常損益を県と町で補助しています。

年度 ブリヂストン線 萱原線・大君ヶ畑線

経常収益 7,665,559円 16,582,411円

経常費用 19,421,352円 39,053,822円

経常損益 11,755,793円 22,471,411円

年度 ブリヂストン線 萱原線・大君ヶ畑線

13 72,867人 94,747人

14 47,574人 65,448人

15 43,158人 76,937人
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「縦覧制度」は、固定資産税の納税者が、自己の土地

や家屋の評価額が適正であることを確認できるように

する趣旨で実施されるものです。

ご覧いただくもの

イ）土地価格等縦覧帳簿

記載事項：町内の土地の所在、地番、地目、地積、価格

ロ）家屋価格等縦覧帳簿

記載事項：町内家屋の所在、家屋番号、種類、構造、

床面積、価格

※土地家屋の所有者や税額などは、縦覧の対象に

は含まれません。

縦覧帳簿をご覧いただける方

土地価格等縦覧帳簿は、1月1日現在において町内に

課税対象土地を所有されている方。

家屋価格等縦覧帳簿は、1月1日現在において町内に

課税対象家屋を所有されている方。

平成16年度の縦覧期間（予定）

4月1日（木）～5月31日（月）

縦覧時に必要なもの

印鑑および本人確認について納税通知書、課税明細

書、運転免許証等の提示

『閲覧制度とは』

「閲覧制度」は、①納税者本人の資産について固定資

産課税台帳により確認していただくものですが、②有

償で土地や家屋を借りている方や③固定資産を処分す

る権利のある一定の方も、対象資産を限定して閲覧で

きます。

閲覧対象の固定資産は

①の方は当該納税者のすべての固定資産。

②の方は当該権利の目的である土地（家屋および敷地）

③の方は当該権利の目的である固定資産

※②③の場合、当該権利を証する書類の提示が必要

です。

閲覧に必要なもの

納税者本人⇒印鑑および運転免許証等の本人を証明

するものの提示

借地借家人や権利を有する方⇒賃貸契約書や資産処

分に関する選任書など権利を証明する書類の提示

法人⇒委任状もしくは社印、ならびに社員証明書等

代理人本人であることの確認できるものが必要です。

2004年3月号 広報 ■ 14

たばこを買うときは、地元の小売店で買いましよう。 税 知ってますか？税の
こんなことあんなこと
税務課 ㈲2‐2041（電）48‐8113 E-mail zei@tagatown.jp■固定資産税の縦覧期間と閲覧

利
用
対
象
者
の
拡
大

利
用
で
き
る
方
の
範
囲
が
広
が
り
、
滋
賀

県
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
老
人
医
療

受
給
者
の
方
が
対
象
で
す
。（
被
用
者
保
険
老

人
医
療
受
給
者
の
方
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。）

ホ
ー
プ
「
ゆ
」
カ
ー
ド
の
配
布
場
所

役
場
・
環
境
生
活
課
（
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
平
成
16
年
度
の
保
険

証
の
更
新
時
に
配
布
さ
れ
ま
す
。）

優
待
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
方

指
定
の
施
設
を
ご
利
用
時
に
ホ
ー
プ「
ゆ
」

カ
ー
ド
を
ご
持
参
い
た
だ
き
、
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
割
引
サ
ー
ビ
ス
や
ス
タ
ン
プ
の
押

印
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
多
賀
町
内
の
施
設
で
は
、
ふ
れ
あ
い
の

郷
の
お
風
呂
が
ス
タ
ン
プ
の
押
印
対
象

で
す
。

カ
ー
ド
の
ス
タ
ン
プ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば

役
場
・
環
境
生
活
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
健
康
グ
ッ
ズ
が
当
る
抽
選
に
応
募
い
た

だ
け
ま
す
。滋
賀
県
で
半
年
に
1
回
抽
選
し
、

3
割
の
方
（
た
だ
し
1
0
0
人
を
限
度
）
に

健
康
グ
ッ
ズ
が
当
た
り
ま
す
。

抽
選
の
結
果
は

各
当
選
者
に
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
施
設
の
増
加

平
成
16
年
度
か
ら
利
用
で
き
る
対
象
施
設

が
増
え
ま
し
た
。
役
場
環
境
生
活
課
・
ふ
れ

あ
い
の
郷
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の

で
詳
細
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先
は
、
役
場
環
境
生
活
課
・

国
民
健
康
保
険
係
・
老
人
保
健
係
か
滋
賀
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会（
電
話
0
7
7
‐

5
2
2
‐
2
6
5
1
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
16
年
度
国
民
健
康
保
険
証
更
新
時
に

臓
器
提
供
意
思
表
示
シ
ー
ル
を
配
布
し
ま
す
。

臓
器
提
供
は
3
人
に
1
人
以
上
の
人
が
臓

器
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
統

計
が
あ
り
ま
す
が
、
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
所

持
率
は
4
・
2
％
と
非
常
に
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
保
険
証
に
意
思
表
示
シ
ー
ル
、
ま
た

は
カ
ー
ド
が
添
付
さ
れ
て
い
れ
ば
、
保
険
証

と
と
も
に
本
人
の
臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思

表
示
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
シ
ー
ル
・
カ
ー
ド
を

保
険
証
に
添
付
し
て
、
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
臓
器
提
供
シ
ー
ル
・
カ
ー
ド
は
、
役

場
環
境
生
活
課
に
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
。

温
泉
施
設
を
利
用
し
て
健
康
づ
く
り
を
…

臓
器
提
供
意
思
表
示
シ
ー
ル
・
カ
ー
ド
に
つ
い
て

環
境
生
活
課
か
ら
の
お
し
ら
せ
（有）
2-

2
0
3
1

（電）
4
8-

8
1
1
4

E
-m
a
ilk
a
n
k
y
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあいの郷」では、毎月トレーニング

室で健康セミナーを開催しています。4月は運動不足解消教室です。

『春までに運動不足を解消しよう』をテーマにしています。なお、通常のトレーニ

ング室のご利用には、利用講習会を受講していただく必要があります。

ぜひ、受講していただき健康づくりにお役立てください！

［利用対象者］ 18歳以上の方

［利用料］ 町内在住・在勤の方　200円

町外の方　300円

［その他］ 運動のできる服装・運動靴・タオルをご準備ください。

［トレーニング室利用時間］

10:00 12:00 13:00 20:30

4月にトレーニング室が利用できない日

毎週日曜日、第2・4月曜日（休日が祝日の場合は翌日も）、祝日

月～土

〈健康セミナー教室〉

4月13日（火） 10：30～11：15

24日（土） 13：30～14：15

24日（土） 18：00～18：45

〈利用講習会〉

4月13日（火） 13：30～14：30

24日（土） 14：30～15：30

24日（土） 19：00～20：00

おめでた・おくやみ
1月21日～2月20日 届出分【環境生活課】

多賀町総合福祉保健センター　ふれあいの郷
有線 2-2021 電話 48-8115 E-mail fukushi@tagatown.jp

多
賀
町
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
ふ
れ
あ
い
の
郷�

行　　　事　　　名 実　施　日 受  付  時  間  場所 対象者

す く す く 相 談 4月20日(火)

10:00～11:00

子どもさんの健康、子育てについて等子どもさんに関
するご相談を受け付けています。

す こ や か 相 談 4月13日(火)

ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お気
軽にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪測定
も無料でできます。

生 き 生 き 相 談 4月 6日(火)
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に思われ
る方ならどなたでもご相談ください。

介 　 護 　 相 　 談　　　随　　　　　　時 痴ほうや寝たきり等の方のお世話でお困りの方
整 形 外 科 健 診 4月28日(水) 13:40～14:00 16年 1月・ 2月生まれの乳児
2歳6ヶ月児健診 4月 6日(火) 13:00～13:15 13年 9月・10月生まれの幼児
3歳6ヶ月児健診 4月14日(水) 13:00～13:15 12年 9月・10月生まれの幼児
　　ポリオ生ワクチン

4月 9日(金) 13:30～14:30

生後3ヶ月～満90ヶ月の乳幼児で6週以上の間隔をお
いて2回の投与を受けていない方

    ※就学前で未接種の場合や、ご不明な点がある場合
は、福祉保健課までお問い合わせください。�

☆各健診および予防接種には必ず母子手帳、問診票をご持参ください。
☆2歳6ヶ月児健診、3歳6ヶ月児健診(尿検査あります)を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。
☆9～10ヶ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。
☆予防接種を受けられる方は、来所されてから熱をはかり、受付へおいでください。
なお、1年以内にひきつけを起こされた方のうち、半年以上経った方は主治医の許可(必ず母子手帳等に記入してもらっ
てください。)をもらってください。
☆乳児健診は月齢の調整等の都合により、5月からの実施となりますのでご了承ください。�

予
防
注
射� ＊「予防接種手帳」を�
必ずお読みください。�

多賀町福祉保健センター　ふれあいの郷

トレーニング室からのお知らせ

保健業務 （平成16年4月）

生まれました

★一之 悠人 （多　賀） 基　裕
いち の せ ゆ う と

由　佳

★岸本　祥奈 （中川原） 雅　嗣
きし も と さ ち な

美早穂

★三和　優美 （多　賀） 稔□
み わ ゆ み

由季子

おくやみ申しあげます

◆森　　　茂 （多　賀） 86歳

◆山田　すへ （中川原） 92歳

◆小林　　實 （樋　田） 70歳

結婚しました

Q
伊藤　秀和 （久　徳）

小澤　久美

獺�瀬


